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編　集　後　記

みなさまに「研究紀要」第 50 号をお届けいたします。京都ノートルダム女子大学
研究紀要は、今回で 50 号という節目を迎えます。この半世紀の間に、ご投稿くださっ
た教職員の皆様に、深く御礼申し上げます。
本研究紀要の創刊号は、1969 年、大学創立 8周年の 3月に刊行されました。当時は
文学部英語英文学科と生活文化学科の1学部 2学科でありましたが、8編の投稿で108
ページの紀要として誕生しました。創刊号には、初代学長 Sr. メリー・ユージニア・
レイカーのメッセージがあります。「研究者の客観性と真実への賛美も、教育におい
て非常に価値のあるものです。研究者が研究成果を明確に簡潔に論理的に提示しよう
とする習性は、教室において必ず役立ちます」といったことが綴られています。また、
研究紀要の創刊にあたり、「教員たちの研究や調査が、今の日本の高度な文化や教育
への確かな貢献となりますように」と結ばれています。
50 年の歳月が流れて昨今教員が多忙になり、研究や論文作成のための十分な時間的

確保が厳しい現状にあります。シスターが望まれることは理解できますが、現実問題
が立ち塞がっています。そのような中で、今号に投稿してくださった皆様には、心よ
り感謝申し上げます。これからも、質の高い研究紀要を目指して努力していく所存で
ございます。どうぞよろしくお願い致します。
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